
令和２年度（第13回）「国土交通大臣賞（循環のみち下水道賞）」

組織統合の検討当初は、統合前の組織（別庁舎）のままで水道部と下水道部の２部体制にすることも考えました。しか
し、最終的に水道事業と下水道事業を垣根のないフラットな単一組織としたことで、両者のノウハウや技術の相互利用
が図られ、上下水道のセクションを越えた職員で構成するプロジェクトチームを積極的に活用することで経営戦略の策
定や経営戦略に掲げた各取組みの達成にむけた職員による新たな手法の提案を次々に実践し、成功体験を積み重ね
て職員の成長を促しています。

こうして強化された組織力をもって、広域化や共同化に積極的に取り組めるようになりました。（全国的に類をみないＰ
ＰＰ手法を取り入れた集中浄化槽団地と農業集落排水事業との共同化、汚泥燃料化施設事業の県内広域化に現在挑
戦中）

応募事例名

応募団体名） 大分市上下水道局

アセットマネジメント部門

大分市上下水道事業管理者
三重野 小二郎

取組みに関するエピソード
独自採用により職員数を充実させていた黒字の水道と５つの処理場全てを包括委託してギ

リギリまで職員を減らしてきた赤字の下水道、採用母体も労働組合も違う職員（他人）同士が、
誤解や無関心を乗り越えて互いに問題を共有し助け合い解決していくなかで殻を破って成長
しています。同じインフラ事業であることから、これまで共同で事業を進めていくことも多く工事
費や委託料の負担配分で揉めたりすることもしばしば。今では、心は熱く頭はクールに議論で
きています。頼りになる仲間が増え、マンパワーが強化され、新技術の導入や先端技術の研
究が可能になるまで余裕が生まれました。今、下水道事業は経営戦略を着実に実行して単
年度収支の黒字化による経営基盤強化や広域化という大きな目標に向かって進んでいます。

応募事例の概要
平成30（2018）年4月に市長事務部局の下水道部と公営企業部局の水道局が組織統合した際、上下水道事業

管理者の下に、施設別な縦割りではなく、共通する管理部門をまとめるなどした業務横断的な「上下水道部」を設
置しました。一つ屋根の下で人と情報が行き交う組織をつくり、共に経営に取り組む組織運営を行っています。統
合以来40本を超えるプロジェクトチームを立ち上げ、上下水道事業の課題に取り組むなかで職員のエンパワーメ
ント（成長）を図りました。経営戦略を策定したほか上下水道事業の経営改革が進み、組織力が強化されました。

上下水道事業の組織統合による職員のエンパワーメント
と経営改革

フラットな組織 ４０を超えるPT（プロジェクトチーム） 成果

週1回開かれる所属長会議でチームの成
果を共有、具体的な進め方を確認

管理者

部長

総務課

経営企画課

営業課

水道維持管理課

水道整備課

浄水課

下水道整備課

下水道施設管理課

共通管理部門 ・職員手作りの経営戦略の策定
・下水道施設再構築（取組中）
・下水道の広域化

（汚泥燃料化（取組中））
・下水道研究発表会への参加
・独自採用職員の増加

山積みになっていた上下水道事業
の課題を互いの事業の知恵を出し
合い検討・解決！
＜下水道＞汚泥燃料化事業の広域化、
他事業との共同化、接続促進など

大分市上下水道経営戦略
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